
生化学分析および食品分析用テストコンビネーション
Ｆ-キット  D-ガラクトース／乳糖    製品番号  包装単位 

TC Lactose/D-Galactose     176 303     30 回 

β-ガラクトシダーゼ 

Gal-DH 

UV テスト 
 ミルク、乳製品、ミルクや乳製品を含む食品、医薬品（錠剤、糖衣錠

など）、生体試料中の乳糖および D-ガラクトースの測定。 
 
分析物 
 乳糖はほ乳類のミルクの重要な炭水化物の構成分です。相対的に不溶

性なので容易にホエーから分離できます。D-ガラクトースは D-グルコ
ースと同様、乳糖の分解産物です。 
 
原理（1） 
 
乳糖 + H2O            D-グルコース + D-ガラクトース 
 
D-ガラクトース + NAD+           D-galactonic acid + NADH + H+ 
 
特異性 
 β-ガラクトシダーゼは乳糖やラクチュロースなどのβ-ガラクトース
結合を切断します。ガラクトース脱水素酵素はβ-ガラクトースに加え
L-アラビノースを酸化します。極少量の D-ガラクトースと L-アラビノ
ースは、食品中には化学的、酵素的反応によって天然のグリコシド結合

（増量剤など）から遊離した場合のみ存在します。 
 
感度と測定限界 
 測定感度は試料量（ｖ）が 0.500mlの時の 0.005吸光度に基づいてい
ます。これは 340nmで測定した際の約 2mg/l（試料溶液）の L-乳糖及
び約 1 ㎎/l 試料溶液）の D-ガラクトース濃度に相当します。7mg/l の
L-乳糖、4mg/l の D-ガラクトースの測定限界は、最大試料量（ｖ）が
0.500mlの時の吸光度変化量 0.020（340nm）に由来します。 
 
直線性 
 測定の直線性は 4μg L-乳糖+D-ガラクトース/アッセイ（7mg L-乳糖
+D-ガラクトース/l試料溶液:v=0.500ml）から 200μg L-乳糖+Dガラク
トース/アッセイ（2g L-乳糖+D-ガラクトース/l 試料溶液:v=0.100ml）
の間にあります。 
 
正確性 
 D-ガラクトースの測定において一つの試料を二重測定した場合、
0.005から 0.010の吸光度の違いが起きます。乳糖（D-ガラクトースの
存在下）の測定において一つの試料を二重測定した場合、0.010 から
0.015の吸光度の違いが起きます。 
標準偏差値は測定範囲内で 1～2％です。 
乳製品の分析（3）: 
乳糖 ｒ=0.05ｘ（contentlactose in g/100g） g/100g 
    R=0.06ｘ（contentlactose in g/100g） g/100g 
D-ガラクトスース  
 ｒ=0.10ｘ（contenβ-galactose in g/100g） g/100g 

R=0.12ｘ（content-galactose in g/100g） g/100g 
 
ビスケット中の乳糖：ｒ=0.12g/100g S(ｒ)=±0.04g/100g 
          R=0.29g/100g S(R)=±0.10g/100g 
トースト中の乳糖：  ｒ=0.05g/100g S(ｒ)=±0.02g/100g 
          R=0.18g/100g S(R)=±0.06g/100g 
ミルクベースのベビーフード中の乳糖： 
ｘ=28.7g/100g ｒ=1.33g/100g S(ｒ)=±0.47g/100g 
          R=2.68g/100g S(R)=±0.95g/100g 
 
キット内容 
1.クエン酸バッファー.pH6.6.約 35mg NAD 
2.約 100U β-ガラクトシダーゼ 
3.ニリン酸カリウムバッファー pH8.6 
4.約 40U Gal-DH 
5.測定のコントロール用乳糖漂準液（結果の計算には測定の必要はあり
ません。） 

 
 
 
 
 

試薬 
 乳糖及び D-ガラクトースの測定に用いられる試薬は危険物条令、化
学法令、EEC 条令 67/548/EEC 及びその改正版、補遺、適用ガイドラ
インに入るような危険物ではありません。しかし使用化学物質が接触し

た場合の一般的安全性は確認してください。使用後の試薬は研究室の使

用品として廃棄できますが、地域の規制には常に注意してください。 

⇒試料調製の一般的情報については F-キット D-グル 

コース/乳糖（製品番号 986119）をご覧下さい。 
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